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公
共
施
設
の
快
適
な
利
用
を
目
指
し
て

　
　
　

吉
原
光
夫 

議
員

 

駐
在
所
の
存
続
と
高
齢
者
免
許
返
還
に
特
典
を

 

を
望
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

石
川
栄
子 

議
員

し
て
の
十
分
な
対
応
が
出
来
て

い
る
の
か
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ

る
と
利
用
者
か
ら
の
電
話
に
応

答
で
き
な
い
と
か
、
申
請
に
対

し
て
減
免
か
有
料
か
判
断
出
来

な
い
な
ど
の
話
も
あ
り
、
ま
た

大
き
な
大
会
や
土
日
・
祝
日
は

管
理
人
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な

ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
１

人
か
２
人
は
責
任
を
持
っ
た
職

員
を
お
い
て
、
十
分
な
対
応
が

出
来
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答 

弁
（
教
育
部
長
）
教
育
委
員
会

に
つ
い
て
、
各
種
施
策
の
円
滑

な
実
施
を
図
る
た
め
、
石
下
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
事
務
局
を

統
合
。
各
施
設
の
通
常
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
は
、
行
政
改
革

○ 

職
員
の
配
置
中
止
に
つ
い
て

質 

問　

総
合
体
育
館
や
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
等
の
職
員
に
つ
い
て
は
、

機
構
改
革
の
中
で
教
育
委
員
会

が
石
下
地
区
に
移
行
し
た
た

め
、
内
部
を
統
合
す
る
中
で
各

施
設
の
現
場
は
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
管
理
を
委
託
す
る

と
聞
い
て
い
る
。
５
月
上
旬
、

石
下
総
合
体
育
館
を
利
用
し
た

際
、
利
用
者
の
要
望
に
対
し
て

適
切
な
処
理
が
出
来
な
い
部
分

が
多
々
あ
っ
た
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
午

後
５
時
以
降
で
は
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
の
職
員
は
帰
宅
し
て
い
て

対
応
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

こ
れ
で
、
本
当
に
利
用
者
に
対

向
な
ど
も
踏
ま
え
、
よ
り
効
果

的
な
方
法
で
の
早
期
の
実
施
を

検
討
し
た
い
。

　

 　

最
後
に
市
内
で
予
防
ワ
ク
チ

ン
が
接
種
出
来
る
の
は
、
６
月

２
日
現
在
５
箇
所
の
医
療
機
関

で
実
施
す
る
と
の
回
答
を
得
た
。

再 

質
問
　
次
の
世
代
が
安
心
し
て

健
康
で
暮
ら
せ
る
社
会
を
作
る

こ
と
は
我
々
の
責
務
で
あ
る
。

長
谷
川
市
長
か
ら
も
前
進
的
な

回
答
が
欲
し
い
。

再 

答
弁
（
市
長
）
私
自
身
も
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
体
験
し
、
負
担
の

大
き
さ
を
知
っ
た
。
女
性
の
一

人
と
し
て
来
年
の
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
は
公
費
負
担
の
財
源

を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

○ 

職
員
の
研
修
制
度
に
つ
い
て
。

○ 

簡
易
水
道
の
運
営
及
び
指
導
に

つ
い
て
。

の
観
点
か
ら
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
招
か
ぬ
よ
う
配
慮
し
な

が
ら
、
外
部
委
託
を
進
め
る
。

４
月
ま
で
生
涯
学
習
課
関
連
の

事
務
所
は
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、
水
海
道
公
民
館
、
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
の
３
施
設
が
あ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
関
連
の

事
務
所
は
、
水
海
道
総
合
体
育

館
及
び
石
下
総
合
体
育
館
の
２

施
設
に
分
か
れ
て
い
た
。
現
在

こ
れ
ら
各
施
設
の
管
理
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
と
委

託
契
約
し
て
い
る
。
し
か
し
、

各
施
設
の
管
理
を
委
託
し
て
か

ら
２
か
月
、
ご
指
摘
の
と
お
り

施
設
の
不
具
合
、
利
用
者
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
等
に
迅
速
な
対

応
が
難
し
い
こ
と
な
ど
の
課
題

も
あ
り
、使
用
予
定
に
合
わ
せ
、

随
時
職
員
を
派
遣
し
な
が
ら
機

械
器
具
等
の
操
作
を
サ
ポ
ー
ト

○
警
察
関
係
に
つ
い
て

質 

問　

駐
在
所
の
再
編
計
画
に
つ

い
て
、
私
の
地
域
を
考
え
れ
ば

五
箇
の
ほ
ぼ
中
心
部
に
安
心
・

安
全
の
守
り
手
で
あ
る
駐
在
所

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
地

域
で
は
特
別
困
っ
た
事
件
は
起

き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
何
と
か
こ
の
ま
ま
駐
在

所
を
置
い
て
も
ら
う
方
向
で
考

え
て
も
ら
え
な
い
か
。そ
こ
で
、

駐
在
所
の
再
編
計
画
の
進
捗
状

況
、
例
え
ば
い
つ
ま
で
に
、
ど

こ
の
駐
在
所
が
無
く
な
る
方
向

な
の
か
具
体
的
に
聞
き
た
い
。

　

 　

次
に
高
齢
者
の
交
通
事
故
増

加
に
伴
い
、
県
内
自
治
体
で
も

65
歳
以
上
の
運
転
免
許
自
主
返

納
を
特
典
を
つ
け
て
推
進
し
て

い
る
。
つ
く
ば
市
は
一
昨
年
１

月
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
回

数
券
を
最
大
１
万
１
千
円
分
交

付
。
守
谷
市
も
同
年
１
月
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
路
線
バ

ス
の
回
数
券
を
１
万
円
分
、
笠

間
市
は
今
年
４
月
か
ら
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
か
市
内
タ
ク
シ
ー

の
回
数
券
を
１
万
２
千
円
交
付

す
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
高

齢
者
の
事
故
防
止
の
た
め
、
ぜ

ひ
、
当
市
で
も
何
か
特
典
を
つ

け
て
、
免
許
証
返
納
を
推
進
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答 

弁
（
市
民
生
活
部
長
）
平
成
22

年
度
中
の
常
総
警
察
署
管
内

で
の
統
合
予
定
は
、
常
総
市
内

で
は
、
三
妻
駐
在
所
へ
上
蛇
駐

在
所
を
統
合
。
豊
岡
駐
在
所
へ

大
輪
、
大
生
郷
駐
在
所
を
統
合
。

内
守
谷
駐
在
所
へ
坂
手
、
菅
生

駐
在
所
を
統
合
す
る
と
の
こ
と
。

　

 　

こ
れ
は
、
距
離
的
に
2.4
㎞
と

近
接
し
て
い
る
こ
と
。
犯
罪
は

夜
間
が
多
く
、
駐
在
所
で
は
対

応
で
き
ず
、
交
番
の
人
数
を
増

や
し
て
地
区
交
番
の
夜
間
勤
務

体
制
の
充
実
強
化
と
い
う
理
由

に
よ
る
。　

　

 　

こ
れ
ら
の
再
編
事
業
の
結

果
、
年
度
末
に
は
市
内
で
５
箇

し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
各
施

設
の
対
応
に
も
改
善
が
見
ら
れ

て
い
る
。
今
後
は
、
各
施
設
の

従
事
者
と
の
連
絡
を
密
に
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
職
員
が
指

導
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
さ

ら
に
強
化
。
安
心
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

○ 

口
蹄
疫
に
つ
い
て
。

石下総合体育館




